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使用方法
オン/オフ・スイッチ(1b)を押すと, 器具のスイッチが入ります. 同時に, 水平レー
ザー光線用のサイドの射出口 (3a) が開かれます. カバー・スライダー(5) によ
り, 更なる水平レーザー用の射出口 (3b) が開かれます. レーザーを平らな面に
置きます. ±4,5° の範囲内であれば, 自動水平出し機能が働きます.

レーザーの設置および点の投影
鉛直機能 :
ロックレバー (7) を緩め, スタンド (6) を引出し, 再びロックします .
LA-5P を設置し, 始動します -> スイッチ(1). 下向きのレーザー光線を, 目的の
オブジェクト, 或いは, マークに向けて調整します. 部屋の天井に映った鉛直
光線の点の位置をマークします.
常に, レーザー・ポイントの中央に墨をするようにしてください !

壁を垂直に設置するには
ロックレバー (7) を緩め、スタンド (6) を引出し, 再びロックします .
スタンド (6) が, 床側断面の前のエッジの位置に来るようにレーザー装置を設
置します . 
機器のスイッチを入れます -> スイッチ (1 ). 
LED (2) 緑色に点灯 -> レーザー作動中. 
鉛直レーザー光線が, 天井ラインの前エッジに当たるように仕切り壁の上の辺
を設置します .

発光ダイオードによる運転モードやエラーの表示
ダイオードが緑色に点灯 ->  レーザー作動中
ダイオードが 赤色 に点灯 ->  電池の容量不足
レーザーが点滅	 -> レーザーの傾きが許容範囲外 

+  自動整準範囲外 
+  自動整準できな

電池の交換
バッテリーケースのふた(4)を矢印の方向開け, ケース内に示されている方向に
従って, 新しいバッテリーを入れます. 同型の充電式バッテリーも使用できます.

精度の確認
5-ポイント・レーザーLA-5Pは,工事現場での使用に耐えるよう設計され, 工場
で厳密に調整をされた状態で出荷されます.しかし他の精密機器と同様にキャ
リブレーションは, 定期的に行う必要があります. 作業を始める前, 特に機器が
強い振動を受けた後などには, 精度の確認を行うことをお勧めします.
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部屋の長さあるいは点 
(A)と(C) の間隔

以上の時、水平光線と鉛直光線の間は正
確に 90°に設定されていません
点 A と E の間隔が：

10 m  >   2,0 mm
20 m  >   4,0 mm
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点 (1) と (3) の垂直方向の間隔を測定します. 
この値は以下の値を超えてはなりません :

S 測定値
5 m  3,0 mm

10 m  6,0 mm
15 m  9,0 mm
20 m 12,0 mm

技術仕様  
レーザータイプ :  赤色レーザーダイオード,  波長 635 nm
レーザー出力 : < 1 mW, クラス 2

 以下 準拠レーザー  IEC 60825-1:2007 
自動レベリング範囲*: 
       ( 水平 )

は約 ± 4,5°

レベリング精度 *:
水平レーザー光線*:  L1 =  ± 0,3 mm/m         レーザー光線中央
レーザー光線角 90°*: L2 =  ± 0,2 mm/m	 レーザー光線
 上方鉛直光線 :  L3 =   ± 0,3 mm / m
 下方鉛直光線: L4 =   ± 0,4 mm / m

電池 :                          3 x 1,5 V  単二アルカリ乾 Alkaline,サイズ: Mignon, AA, LR6
作動時間 : は約 20  時間  (  アルカリ  )
作動温度範囲 : -10 °C  から   +50 °C
保管温度範囲 : -20 °C  から  +60 °C

予告無く技術的変更される場合があります.
*  使用温度範囲内において




